
 

 

 

 

 【出題形式】 

問１：世界地理  

問２：日本地理 

問３：歴史（古代～近世） 

問４：歴史（近現代） 

問５：公民（政治分野） 

問６：公民（経済・国際分野） 

問７：「地歴公」融合問題 NEW！ 
 

出題の形式が例年の大問数６（地理×2、歴史×2、公民×2）か

ら大問数７に変更。最後の大問は「地理・歴史・公民」の融合問題

が出題された。全体の設問数は 34問から 31問に減少したが、正誤

判断、資料の読み取り、照合などの時間を要する設問も散見された

ため、設問数減による恩恵はそれほどなかったと思われる。出題されて

いる問題の形式としては昨年と大きな変化はなく、割合の考え方を必

要とする問題や世界史に関する問題などは今後のスタンダードとなる

可能性がある。 

地・歴・公の融合問題が出題。 

ウ 

≪入試に向けて≫ 
①基本的な語句や知識を

しっかり暗記・理解するこ

と。新しく学習した時点

で完璧に理解しきるこ

と。入試直前では遅す

ぎる。 

②用語は単独で覚えるの

ではなく、他の用語と関

連させ、さらに派生させて

覚えること。ただの丸暗

記だけでは戦えない。 

③資料やグラフ、表を正確

かつ効率的に読み取れ

るようにすること。何を問

われているのか明確にす

る。 

③世界史に関する問題、

割合に関する問題は近

年必出！世界史は日

本史とリンクさせる！割

合は概数で考える！ 

 

地理：6 つから正しいものを 3 つ選ぶ 【出題例 大問 1(イ)】 

地歴公：融合問題 【出題例 大問 7(エ)】 


